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語
り
物
の
叙
述
形
式
に

つ

い
て

阿

部

泰

記

明
清

の
小
説

に
典
型
的
な
叙
述
形
式
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
途
中
に
登
場
よ
た
人
物
や
出
現
し
た
情
景
の
描
爲
、
或
は
褒
生
し
た
事
件

の
説
明
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
濁
立
し
た
形
で
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
讃
者
に

一
場
面

一
場
面
の
描
爲
を
ゆ

っ
く
り
味
わ
わ
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
形

式

は
す
で
に
唐
代
の
敦
煙
攣
文
に
見
え
、
明
清
の
讃
み
物
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
叙
述
形
式
を
少
し
詳
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
多
分
に
話
し
言
葉

の
粗
雑
な
表
現
に
擦

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

こ
れ
は
、
周
知
の
よ
う
に
攣
交
が
賠
衆
を
前
に
し
て
語
ら
れ
た
語
り
物
で
あ
り
、
語
り
物
の
場
合
、
そ
の
叙
述
に
話
し
言
葉
の
帥

興
的
な
表
現
を
用
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
因
に
語
り
物
で
は
、
話
し
言
葉
の
表
現
を
敷
果
的
に
用
い
き
れ
ず
、

そ
の
冗
雑
な
生
地
が
そ
の
ま
ま
露
わ
れ
、
叙
述
の
進
行
を
妨
害
す
る
場
合
が
よ
く
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
語
り
物
の
叙
述
形
式
は
、
も
と
も
と
話
し
言
葉
の
表
現
を
生
か
し
て
、
聴
衆
に
場
面
を
樂
し
ま
せ
る
技
巧
で
あ

っ
た
。
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し
か
し
近
代
以
降
完
全
に
讃

み
物
と
し
て
讃
ま
れ
る
小
説
の
時
代
が
訪
れ
る
と
、
叙
述
を
煩
雑
に
す
る
話
し
言
葉

の
表

現

は
排
除
さ

れ
、
語
り
物
の
形
式
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
技
巧
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
從
來
の
話
し
言
葉
の
表
現
の
域
を
逸
睨
し

た
多
様
な
用
い
方
が
試
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
現
代
小
読
で
は
、
從
來
の
奇
事
中
心
の
叙
述
か
ら
、
人
物
中
心
の
叙
述

へ
と
攣
化
が
起

こ

り
、
語
り
物
の
形
式
も
、
從
來
の
よ
う
に
讃
者
を
喜
ぽ
せ
る
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
人
物
描
爲
を
深
め
る
手
段

と
し
て
作
品
構
成
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

中
國
の
小
説
に
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
奮
來
の
語
り
物
の
形
式
が
影
響
を
及
ぼ
よ
て
お
り
、
語
り
物
の
通
俗
性

が
い
か
に
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
が
、
本
論
で
は
、
こ
の
語
り
物
の
叙
述
形
式
が
本
來
持

つ
性
格
に
つ
い
て
、
及
び
近
代
以
降
の
小
読

が

こ
れ
を
い
か
に
鷹
用
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

60

二

さ
て

『水
潜
傳
』
『
紅
櫻
夢
』
等
、
近
世
の
語
り
物
形
式

の
讃
み
物
に
は
、
つ
ぎ
の
例
の
よ
う
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
途
中

に
登
場
し

た
人
物
や
情
景
の
描
爲
、
或
は
事
情
説
明
を
行
な
う
こ
と
が

一
般
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

一
那
人
立
住
了
脚
、
便
叫

一
聲
、
「
神
行
太
保
。」
戴
宗
聴
了
回
過
瞼
來
、
定
晴
看
時
、
見
山
披
下
小
径
邊
立
着

一
個
大
漢

・
急
生
模

様
、
但
見
、
白
萢
陽
笠
子
、
如
銀
盤
施
着
紅
縷
。
宅
團
領
職
衣
、
似
窮
翠
團
成
綿
誘
。
…
…
。
戴
宗
聴
得
那
人
叫
了

一
聲

「
神
行

(
1
)

太
保
」
、
連
忙
回
轄
身
來
。

(『水
濤
傳
』第
四
十
四
同
)

そ
の
男
は
立
ち
止
ま
り
、
「
紳
行
太
保
。」
と

一
聲
叫
ん
だ
。
戴
宗
は
振
り
返

っ
て
目
を
凝
ら
し
て
見
る
と
、
岡
の
下
の
小
径
の



邊
に

一
人
の
大
男
が
立

っ
て
い
た
。
ど
ん
な
様
子
か
と
見
れ
ば
、
白
い
萢
陽
笠
は
銀
の
皿
が
紅
の
縷
を
垂
ら
す
が
如
く
、
黒
い

丸
え
り
の
軍
服
は
輩
翠
が
錦
誘
を
園
る
か
の
よ
う
。
…
…
。
戴
宗
は
そ
の
男
が

「紳
行
太
保
。」
と

一
聲
叫
ぶ
の
を
聴
く
と
、

急
い
で
振
り
返

っ
た
。

ニ
這
里
只
説
李
逡
伯
李
達
領
人
趨
來
、
背
着
娘
、
只
奔
飢
山
深
庭
、
僻
静
小
路
而
走
。
看
看
天
色
晩
了
。
但
見
、
暮
姻
横
遠
曲
、
宿

霧
項
奇
峰
。
慈
鴉
捺
齪
投
林
、
百
鳥
喧
呼
傍
樹
。
…
…
。
當
下
李
達
背
娘
到
嶺
下
、
天
色
巳
晩
了
、
…
…
。
(『水
濤
傳
』
第
四
十
三

同
)こ

ち
ら
李
蓬
の
方
は
、
李
達
が
人
を
率

い
て
追

っ
て
來
な
い
か
と
心
配
し
、
母
親
を
背
員

っ
て
が
む
し
ゃ
ら
に
山
深
い
塵
を
逃

げ
、
寂
し
い
小
道
を
行

っ
た
。
み
る
み
る
日
は
晩
く
な
り
、
見
れ
ぽ
、
暮
姻
は
遠
舳
に
横
た
わ
り
、
宿
霧

は
奇
峰
を
墳
す
。
慈

鴉
は
捺
齪
し
て
林
に
投
じ
、
百
鳥
は
喧
呼
し
て
樹
に
傍
る
。
…
…
と
い
う
様
。
そ
の
時
李
達
は
母
親
を
背
員

っ
て
山
の
下
ま
で

來
る
と
、
日
は
す
で
に
暮
れ
、
…
…
。

⇔
李
蓬
不
省
得
船
上
的
事
、
只
顧
便
把
竹
筥
蔑

一
抜
、
漁
人
岸
上
只
叫
得
、
「罷
了
。」

李
蓬
伸
手
去
艦
板
底
下

一
絞
摸
時
、
那
里

有

一
箇
魚
在
裏
面
。
原
來
那
大
江
裏
漁
船
、
船
尾
開
半
戴
大
孔
、
放
江
水
出
入
、
養
着
活
魚
、
却
把
竹
筥
蔑
欄
住
。
…
…
這
李
蓬

不
省
得
、
倒
先
把
竹
筥
蔑
提
起
了
、
將
那

一
胎
活
魚
都
走
了
。
(『水
潜
傳
』
第
三
十
八
同
)

李
蓬
が
船
の
こ
と
は
分
か
ら
ず
、
む
や
み
に
竹
垣
を
引
き
抜
く
と
、
漁
師
た
ち
は
岸
か
ら

「
も
う
だ
め
だ
。
」
と
叫

ん
だ
。
李

蓬
が
手
を
伸
ば
し
て
船
板
の
下
を
さ
ぐ
る
と
、
ど
う
し
て

一
匹
の
魚
が
い
よ
う
。
實
は
こ
の
大
江
の
漁
船
は
船
尾
に
大
き
な
穴

を
開
け
、
河
水
を
出
入
さ
せ
て
魚
を
養
い
、
竹
垣
で
園

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
李
達
は
知
ら
ず
に
ま
ず
竹
垣
を
引
き
抜
い
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た
の
で
、
こ
の
船
の
活
魚
を
み
な
逃
が
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
猫
立
し
た
形

で
人
物
や
情
景
の
描
爲
、
或
は
事
情
説
明
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ

の
場
面
を
讃
者
に
十

分

に
味
わ
わ
せ
る
た
め
で
あ

っ
た
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、
讃
み
物
の
時
代

に
護
生
し
た
の
で
は
な
く
、
唐
代
の
敦
煙

攣
文

の
時
代

に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

敦
煤
攣
文
は
聴
衆
を
前
に
し
て
語
ら
れ
た
語
り
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、

つ
ぎ

の
例
の
よ
う
に
、
聴
衆
を
話

に
誘
い
込
む
た
め
の

抑
揚
あ
る
叙
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

(
2

)

○

「
道
由
未
尭
、
灌
嬰
到
來
。」
ー

言
い
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
灌
嬰
が
や

っ
て
來
た
。
(漢
將
王
陵
攣
文
)

○

「
第
三
不
是
別
人
、
是
小
弟
象
児
。」
i

三
番
目
は
外
で
も
な
く
、
弟
の
象
見
。
(舜
子
攣
)

○

「
且
見
其
山
非
常
、
畢
寛
何
似
生
。」
ー

=見
る
と
そ
の
山
は
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
匿
ど
ん
な
ふ
う
か
と
申

し
ま
す
と
。

(櫨
山
遠
公
話
)

○

「
排
此
陣
是
甚
時
甚
節
、
是
寅
年
、
寅
月
、
寅
日
、
寅
時
。」
ー

こ
の
陣
を
張

っ
た
の
は
い
つ
頃
か
と
申
し
ま
す
と
、
寅
の
年
、

寅

の
月

、

寅

の

日
、

寅

の
時

。

(韓
檎
虎
話
本

)

○

「
阿
奔
爾
歩
並
作

一
歩
、
走
向
獄
中
看
去
。」
ー

宇

供
は
二
歩
を

一
歩
に
よ
て
、
獄
中
に
駆
け

つ
け
た
。
(鷺
子
賦
)

○

「
暫
問
茶
之
與
酒
、
爾
箇
誰
有
功
劾
。
…
…
今
日
各
須
立
理
、
強
者
先
飾

一
門
。」
1
ー

お
尋
ね
し
ま
す
が
、
茶
と
酒
は
ど

ち
ら

に
て
が
ら
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
…
…
本
日
は
そ
れ
ぞ
れ
理
を
述
べ
て
、
勝

っ
た
方
に
ま
ず
榮
魯
が
與
え
ら

れ
ま
よ
し
う
。
(茶

酒
論
)
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そ
し
て

『水
濤
傳
』
に
見
ら
れ
た
叙
述
形
式
も
、
こ
の
攣
交
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
例
を
引
く
と
、

⇔
…
…
呉
王
即
謎
子
脊
解
夢
。
其
子
胃
上
知
天
文
、
下
知
地
理
、
中
知
人
情
、
文
経
武
律
、

一
切
鬼
神
、
悉
皆
通
攣
。
呉
王
即
謎
解

夢
、
子
得
日
、
…
…
。
(伍
子
脊
攣
文
)

そ

こ
で
臭
王
は
す
ぐ
に
子
脊
に
夢
解
き
を
命
じ
た
。
子
青
は
上
は
天
交
を
知
り
、
下
は
地
理
を
知
り
、
中

は
人
情
を
知
り
、
文

経
武
律
、
あ
ら
ゆ
る
鬼
神
に
す
べ
て
通
曉
よ
て
い
た
の
で
あ
る
。
呉
王
が
す
ぐ
に
夢
解
き
を
命
じ
る
と
、
子
青
は
言

っ
た
。

四
越
叢

露

吻
、
即
差
勇
猛
之
人
往
向
呉
國
。
贈
與
宰
彼
。
彼
見
勝

・
蓼

馨

・、露

慰

・
墓

欝

・
皇

抽
馨

越

贈
宰
彼
、
彼
乃
激
折
受
納
。
(伍
子
得
攣
文
)

越
王
は
こ
の
品
物
を
手
に
入
れ
る
と
、
す
ぐ
に
勇
猛
な
人
物
を
使
者
と
し
て
呉
國
へ
行
か
せ
、

こ
れ
を
宰
彼
に
贈

っ
た
。
宰
彼

が
こ
の
品
物
を
見
る
と
、
美
女
は
た
お
や
か
、
明
珠
は
輝
き
、
黄
金
は
き
ら
き
ら
、
白
玉
は
璃
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
。
越
が
宰

彼

に
贈

る
と
、
宰
彼
は
喜
ん
で
受
け
取

っ
た
。

、

五
畢
頭
忽
見
鳥
塾
・
猫
在
桑
間
採
葉
。
形
昏
墜
験
・
面
不
替
艶
・
藩
警
長
垂
・
憂
心
掛
桑
。
秋
胡
忽
見
貞
妻
・
良
久
舗
甘
。
(秋
胡
攣

文
)頭

を
畢
げ
る
と
、
思
い
が
け
ず
貞
妻
が

一
人
桑
畑
で
桑
の
葉
を
摘
ん
で
い
る
の
が
見
え
た
。
姿
は
攣
わ
り

は
て
、
顔
に
は
化
粧

も
つ
け
ず
、
齪
れ
た
髪
は
長
く
垂
れ
、
憂
欝
げ
に
桑
を
摘
ん
で
い
た
。
秋
胡
は
思
い
が
け
ず
貞
妻
に
會
い
、
し
ば
ら
く
じ

っ
と

眺
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
人
物
や
品
物
の
描
爲
は
、
『水
濡
傳
』

の
よ
う
に

「但
見
」
と
い
う
語

こ
そ
冠
せ
ら
れ
て
は
い
な

い
が
、
『
水
潜
傳
』
と
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同
じ
く

ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
猫
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
つ
ぎ
に
こ
の
語
り
物
の
叙
述
形
式

の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
右
の
い
ず
れ
の
例
に
お
い
て
も
、
人
物
、
情
景
、
品
物
の
描
寓
、
或
は
事
情
読
明
が
濟
ん
だ
後
に
前
文
が
再
叙
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
氣
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
描
爲
や
説
明
を
挿
入
す
る
際
に
、
前
文
と
は
話
の
方
向
が
逸
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
話
を
元

に
戻
す
必
要
が
生
じ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ぽ
⇔
例
は
、
話
の
途
中
に
登
場
し
た

「
子
胃
」
に
つ
い
て
描
爲
し
て
い
る
う
ち

に

「呉
王
」
と
の
關
係
が
薄
れ
、
再
度

「
臭
王
が
す
ぐ
に
夢
解
き
を
命
じ
た
」

こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。と

こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
新
た
に
出
現
し
た
人
物
や
事
物
に
つ
い
て
、
話
の
脇
道
逸
れ
を
恐
れ
ず
、
そ
れ
ら
が
出
現
し
た
時
黙
で
読
明

し
よ
う
と
す
る
叙
述
の
し
か
た
に
は
、
他

に
も
多
様
な
パ
タ
ー
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
例
を
示
す
と
、

㈹

(武
大
)

一
日
街
上
所
過
、
見
敷
除
縷
鎗
、
鋸
鼓
喧
天
、
花
紅
軟
蠣
、
籏
擁
着

一
個
人
、
却
是
他
嫡
親
兄
弟
武
松
。
因
在
景
陽
崩

打
死
了
大
轟
、
知
縣
相
公
撞
畢
他
、
新
陞
倣
了
巡
捕
都
頭
。
街
上
里
老
人
等
作
賀
他
、
迭
他
下
威
去
。
都
被

武
大
撞
見
、

一
手
祉

・

(
3

)

佳
、
叫
道
、
「兄
弟
。
…
…
」
(『金
瓶
梅
詞
話
』第
一
同
)

武
大
が
あ
る
日
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
櫻
つ
き
の
槍
を
持

っ
た
数
除
が
ど
ら
太
鼓
の
音
喧
し
く
、
深
紅

の
輪
に

一
人
を
取
り
園

ん
で
行
く
の
が
見
え
、
そ
れ
は
實
弟

の
武
松
だ
っ
た
。
景
陽
山岡
で
虎
を
殺
し
た
の
で
、
知
縣
閣
下
が
引
き
立
て
ら
れ
、
新
た
に

巡
捕
都
頭
に
陞
進
し
た
の
で
あ
る
。
街
で
里
老
人
た
ち
が
祝
い
、
宿

へ
迭
る
と
こ
ろ
に
、
武
大
が
出
會
わ
し
、
ぐ
い
と
引
き
止

め
、
「弟
。
…
…
」
と
叫
ん
だ
。
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武
大
が
武
松
に
出
會
う
場
面
で
あ
る
が
、
武
松
の
説
明
を
加
え
た
際
に
、
同
時
に
話
題
も
武
松

の
こ
と
に
移

っ
た
た
め
、
結
局
武
松

の
立
場
か
ら
、
武
大
と
の
出
會

い
の
場
面
が
再
述
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
人
物

(武
松
)
の
読
明
は
、
前
の
五
つ
の
例
の
よ
う
に
四
言

句
や
駐
麗
文
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
同
じ
く
挿
入
の
形
を
取

っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
人
物
描
爲
は
、
甚
し
い
場
合
は
、

つ
ぎ
の
例
の
よ
う
に

一
文
の
途
中
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

七
猴
行
者
當
下
怒
襲
、
都
將
圭
人
家
新
婦
、
年
方
二
八
、
美
貌
過
人
、
行
動
輕
盈
、
西
施
難
比
、
被
猴
行
者
作
法
、
化
此
新
婦
作

一

(
4
)

束
青
草
、
放
在
騙
子
口
件
。
(『大
唐
三
藏
取
経
詩
話
』
上
巻
、
過
獅
子
林
及
樹
人
國
第
五
)

猴
行
者
は
そ
の
時
怒

っ
て
、
主
人
の
新
婦
ー

年
は
ち
ょ
う
ど
十
六
、
美
貌
は
人
に
優
れ
、
歩
く
姿
は
し
な
や
か
、
西
施
本
及

び
が
た
い
ほ
ど
ー

を
、
猴
行
者
は
術
を
使

っ
て
こ
の
新
婦
を

一
束
の
草
に
攣
え
、
ろ
ば
の
口
も
と
に
置

い
た
。

こ
こ
で
は
新
婦
の
描
爲
を
、
彼
女
が
登
場
し
た
そ
の
時
黙
で
す
ぐ
に
行
な

っ
た
た
め
、
話
の
方
向
が
逸
れ
、
再
び
前
文
を
言
い
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
よ
う
に
人
物
或
は
事
物
の
描
爲
や
説
明
は
、
そ
れ
が
出
現
し
た
時
黙
で
、
話
の
方
向
が
逸
れ
る
に
も
拘
ら
ず
行
な
わ
動

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、
書
か
れ
た
文
章
に
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、

お
お
む
ね
日
常
會
話
に
見
ら
れ
る
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。そ

こ
で
つ
ぎ
に
會
話
膣
の
叙
述
の
特
徴
に
つ
い
て
、
例
を
見
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

八
伯
爵
道
、
「
嵜
、
我
又

一
件
。
如
今
　
着
東
京
黄
眞
人
在
廟
裡

住
、
朝
廷
差
他
來
泰
安
州
、
進
金
鈴
弔
佳
御
香
、
建
七
書
夜
羅
天

大
酷
。
　
他
來
起
身
、
倒
好
教
呉
道
官
請
他
。」
(『金
瓶
梅
詞
話
』
第
六
十
五
同
)
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伯
爵
が
言

っ
た
。
「
兄
貴
、
も
う

一
つ
あ
る
ん
だ
が
。
今
東
京

の
黄
眞
人
が
廟

に
住
ん
で
い
る
う
ち
に
、
朝
廷

が
彼
を
泰
安
州

に
派
遣
し
て
金
鈴
弔
掛
御
香
を
供
え
、
七
書
夜
の
羅
天
大
酷
を
婬
て
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、

彼

が

出
議

し
な

い
う
ち

に
、
何
と
か
呉
道
官

に
招
待
さ
せ
よ
う
。」

話
し
手
は

「
今
東
京
の
黄
眞
人
が
廟

に
住
ん
で
い
る
う
ち
に
」
と
い
う
所
ま
で
話
し
て
、
前
文
の
意
を
補
足
す
る
た
め
に
、
話
の
方

向
が
攣
わ
る
こ
と
も
恐
れ
ず
、
黄
眞
人
が
廟
を
去
る
理
由
を
付
け
加
え
、
そ
の
後
に
前
文
を
添
え
て
話

の
方
向
を
正
し
て
い
る
。

も
う

一
例
を
學
げ
て
み
よ
う
。

九

「
近
日
史
大
官
人
下
山
、
正
撞
見

一
個
豊
匠
、
原
是
北
京
大
名
府
人
氏
、
姓
王
、
名
義
。
因
許
下
西
岳
華
山
金
天
聖
帝
廟
内
粧
書

影
壁
、
前
去
還
願
。
因
爲
帯
將

一
個
女
児
、
名
喚
玉
嬌
枝
同
行
、
却
被
本
州
賀
太
守
、
原
是
察
太
師
門
人
。

那
厩
爲
官
貧
濫
、
非

理
害
民
。

一
日
因
來
廟
裏
行
香
。
不
想
正
見
了
玉
嬌
枝
有
些
顔
色
、
累
次
着
人
來
説
、
要
嬰
他
爲
妾
。
王
義

不
從
。
太
守
將
他
女

児
強
奪
了
去
爲
妾
。
又
把
王
義
刺
配
遠
悪
軍
州
、
路
経
這
里
過
、
正
撞
見
史
大
官

人
、
告
説
這

件
事
。」

(『水
潜
傳
』
第
五
十
八

同
)

「
近
頃
史
旦
那
が
山
を
下
り
、

一
人
の
豊
匠
に
ば

っ
た
り
出
會

っ
た
。
實
は
北
京
大
名
府

の
王
義
と
い
う
男
で
、
西
岳
華
山
金

天
聖
帝
の
廟
内
の
目
隠
よ
塀
に
給
を
書
く
誓
い
を
立
て
た
の
で
、
願
ほ
ど
き
に
行

つ
た
ん
だ
が
、
玉
嬌
枝

と
い
う
娘
を
連
れ
て

歩

い
て
い
た
の
で
、

こ
こ
の
賀
太
守
に
、
實
は
察
太
師
の
門
下
生
で
、
奴
は
貧
欲
な
官
吏
で
悪
い
事
を
し
て
は
民
を
苦
し
め
て

い
た
ん
だ
が
、
あ
る
日
廟
に
参
り
に
來
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
玉
嬌
枝
が
美
し
い
の
を
見
た
も
の
で
、
し
ば
し
ば
人
を
よ
こ

し
て
妾
に
婆
り
た
が

っ
た
の
だ
が
、
王
義
が
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
、
太
守
は
娘
を
強
奪

し
て
妾
に
し
、
さ
ら
に
王
義
を
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邊
鄙
な
地
方

へ
島
途
り
に
し
た
。
途
中
こ
こ
を
通
り
す
が
り
、
史
旦
那
に
出
會

っ
た
の
で
、
そ
の
事
を
話

し
た
ん
だ
.」

話
題
は

「
史
大
官
人
」
か
ら

「
王
義
」

へ
、
「
王
義
」
か
ら

「賀
太
守
」

へ
と
、
新
た
に
登
場
す
る
人
物

へ
順
次

に
飛
躍
し
《
い
き
、

結
局

「
王
義
」
が
娘
を
奪
わ
れ
た
話
は
、
彼

の
話

の
途
中
に
登
場
し
、
い
つ
の
間
に
か
話
題
の
中
心
に
な

っ
た

「
賀
太
守
」
の
立
場
か

ら
ま
と
め
て
話
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
以
上
の
二
例
か
ら
、
會
話
艦
の
叙
述
で
は
、
話
の
途
中
に
登
場
し
た
人
物

の
描
爲
や
獲
生
し
た
事
態

の
設
明
を
補
う
こ
と

は
ご
く

一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
話
の
脇
道
逸
れ
は
、
後
で
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

と
こ
ろ
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
語
り
物

に
お
い
て
人
物
や
情
景
の
描
爲
が
話
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
る
場
合
に
も
、

こ
れ
と
全
く

同
じ
叙
述
の
形
が
と
ら
れ
、
そ

こ
で
語
り
物
は
そ
の
護
想
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
會
話
蹉
の

一
般
的
な
叙
述
の
方
法
に
則

っ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
語
り
物
は
、
聴
衆
に
話
を
お
も
し
ろ
く
聴
か
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
役
割
を
澹

っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
叙
述
は
、
軍
な
る
日
常
的
な

會
話
膣

の
叙
述
と
は
異
な
り
、
別
に
工
夫
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
場
面
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
挿
入
さ
れ
た
人
物
や
風
景
の

描
爲
は
、
お
お
む
ね
四
言
句
や
駐
麗
文
に
よ

っ
て
装
飾
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
描
爲
を
挿
入
す
る
前

に
、
「悠
生
模
様
、
但
見
」
(
ど
ん

な
様
子
か
と
見
れ
ば
)
と
い
う
聴
衆
の
注
意
を
引
く
言
葉
を
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
つ
ぎ
の
例
の
よ
う
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
お
も
よ
ろ
く
す
る
た
め
、
人
物
の
説
明
を
挿
入
す
る
時
期
も
斜
酌
さ
れ
、
登
場
と
同
時

に
説
明
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
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⇔

(
子
得
)
行
得
廿
鯨

里
、
途
乃
眼
鯛
耳
熱
、
途
即
書
地
而
卜
、
占
見
外
甥
來
　
、
用
水
頭
上
擁
之
、
將
竹
挿
於
腰
下
。
…
…
呪
而

言
日
、
「
捉
我
者
映
、
　
我
者
亡
、
急
急
如
律
令
。」
子
青
有
雨
個
外
甥
、
子
安
、
子
永
、
至
家
有

一
人
食
慮
、
知
是
胃
舅
、
不
顧

、

、

、

、

、

、

・

・

、

、

(
逐

)

・

、

、

、

・

、

、

・

・

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

・

母
之
孔
懐
、
途
郎
「生
悪
意
、
奔

途

。
…
…
行
可
十
里
、
途
即
息
於
道
労
。
子
永
少
解
陰
陽
、
途
郎
書
地
而
卜
、
占
見
阿
舅
頭
上

有
水
、
定
落
河
傍
。
…
…
若
着
此
卦
、
必
定
身
亡
、
不
復
尋
覚
、
慶
我
還
郷
。
子
得
屈
節
看
文
、
乃
見
外
甥
不
　
、
途
郎
奔
走
、

星
夜
不
停
。
(伍
子
得
攣
文
)

二
十
絵
里
ば
か
り
行
く
と
、
眼
の
縁
が
ひ
き
つ
り
耳
が
熱
く
な

っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
地
に
線
を
豊
い
て
占
う
と
、
外
甥
が
追

っ

て
來
る
の
が
見
え
た
の
で
、
水
で
頭
を
撰
い
、
竹
を
腰
に
挿
し
、
…
…
呪

っ
て
言
う
に
は
、
「
私
を
捉
え

る
者
に
映
あ

れ
、
私

を
追
う
者
は
死
ね
、
早
早
に
退
散
せ
よ
。」
子
胃
に
は
二
人
の
外
甥
、
子
安
、
子
永
が
あ
り
、
家
に
蹄
る
と
食
事

を
す

る
者
が

お
り
、
お
じ
の
子
膏
と
わ
か
る
と
、
母
の
兄
弟
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ず
、
た
ち
ま
ち
悪
心
を
起
こ
し
追
跡

し
た
。
…
…
十
里
ば

か
り
歩
く
と
、
す
ぐ
に
道
労
に
休
ん
だ
。
子
永
は
い
く
ら
か
陰
陽
の
心
得
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
地
に
線

を
書
い
て
占
う
と
、

お
じ
の
頭
に
水
が
あ

っ
て
必
ず
河
に
落
ち
る
こ
と
を
見
、
…
…
も
し
こ
の
卦
に
あ
た
る
と
必
ず
死
ぬ
の
で
、
も
は
や
捜
さ
ず
、

諦
め
て
村

に
蹄

っ
た
。
子
青
は
竹
の
節
を
折

っ
て
模
様
を
見
、
外
甥
が
追

っ
て
來
な
い
と
見
る
と
、
す
ぐ
に
夜
を
日
に
縫
い
で

走
り
績
け
た
。

伍
子
胃

の
話
を
中
断
し
て
、
そ
の
話
の
途
中
に
登
場
し
た
外
甥
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
な
う
こ
と
は
、
や
は
り

こ
れ
ま
で
に
見
た
例

と
同
じ
や
り
方
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
語
り
手
は
話
の
中
断
の
機
を
選
び
、
外
甥
の
描
爲
を
す
ぐ
に
は
行
な
わ
ず
、
伍
子
得

の
運
命
が
ど
う
な
る
か
を
聴
衆
に
期
待
さ
せ
る
彼
の
言
葉

「捉
我
者
映
、
　
我
者
亡
、
急
急
如
律
令
。」
ま
で
述
べ
て
、
、始

め
て
外
甥
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の
読
明
に
入
り
、
そ
れ
と
同
時
に
、
外
甥
の
側
か
ら
子
胃
と
の
囲
い
の
成
り
行
き
を
語

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
爾
者
の
抗
孚
は
お

も
し
ろ
み
を
増
す
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
語
り
物
で
は
、
會
話
膣
叙
述

の
素
地
の
上
に
、
聴
衆
に
場
面
を
樂
し
ま
せ
る
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し

一
方
、
會
話
膿

の
特
質
が
十
分
に
生
か
さ
れ
ず
、
そ
の
粗
雑
な
素
地
が
そ
の
ま
ま
露
わ
れ
、
叙
述

を
不
自
然
に
す
る
場

合
も
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら

つ
ぎ
に
若
干
例
を
示
し
て
お
こ
う
。

ニ

一
個
婦
女
揺
揺
搦
搦
從
府
堂
裏
出
來
、
自
言
自
語
、
與
崔
寧
打
個
胸
廊
撞
。
崔
寧
認
得
是
秀

秀
養
娘
、
倒

退
雨
歩
、
低
聲
唱
個

皓
。
原
來
郡
王
當
日
嘗
封
崔
寧
許
道
、
「待
秀
秀
満
日
、
把
來
嫁
與
弥
。」
。這
些
衆
人
都
摸
綴
道
、
「
好
樹
夫
妻
。」
崔
寧
拝
謝
了
、

不
則

一
番
。
…
…
當
日
有
這
遺
漏
、
秀
秀
手
中
提
着

一
柏
子
金
珠
富
貴
、
從
左
廊
下
出
來
、
撞
見
崔
寧
、
便
道
、
…
…
。
(「
畷
玉

(5
)

観
音
」
上
巻
、
『京
本
通
俗
小
説
』
所
牧
。)

一
人
の
女
が
身
膣
を
左
右
に
揺
ら
し
て
廣
間
か
ら
出
て
來
、
猫
り
言
を
言
い
な
が
ら
、
崔
寧
と
ま
と
も
に
ぶ
つ
か

っ
た
。
崔
寧

は
お
女
中
の
秀
秀
だ
と
知
る
と
、
二
三
歩
退

い
て
、
小
さ
な
聲
で
挨
拶
を
し
た
。
實
は
郡
王
は
昔
崔
寧
に
、
「
秀
秀

の
期
限
が

來
た
ら
、
お
前
に
嫁
に
あ
げ
よ
う
。」
と
約
束
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
み
ん
な
は

「似
合
い
の
夫
婦
だ
。」
と
そ
ば
か
ら
お
だ

て
、
崔
寧
は
何
度
も
禮
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
日
失
火
が
起
き
た
と
き
、
秀
秀
は
手
に

ハ
ン
カ
チ

一
杯

の
金
玉
財

寳
を
さ
げ
て
、
左
手
の
廊
下
か
ら
出
て
來
て
崔
寧
に
ぶ
つ
か
り
こ
う
言

っ
た
。

例
に
よ

っ
て
話
題
が
、
崔
寧
と
秀
秀
の
現
在

の
出
會

い
か
ら
、
彼
等

の
過
去
の
経
緯

へ
と
逸
れ
て
行

っ
た
た
め
、
現
在
の
場
面
を
確

認
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
場
面
確
認

の
際

に
前
交
が
そ
の
ま
ま
述
べ
ら
れ
ず
、
「秀
秀

は

手

に

ハ
ソ
カ
チ

一
杯

69

語
り
物

の
叙
述
形
式

に

つ
い
て

(
阿
部
)



中
國
文
學
論
集

第
八
號

の
金
玉
財
寳
を
さ
げ
て
、
左
手
の
廊
下
か
ら
出
て
來
て
」
と
表
現
を
攣
え
て
場
面
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
場
面
の
再
現
を
圖
る

と
同
時
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
が
語
り
手
に
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
じ
場
面
が
再
現
さ
れ

な
が
ら
、
同

一
人
物
の
描
鳥
が
異
な
る
の
は
、
叙
述
の
不
統

一
の
恨
み
を
菟
れ
難
い
。
話
を
元
に
戻
す
際
に
起

こ
る
こ
の
よ
う
な
叙
述

(
6
)

の
飛
躍
に
は
、
説
明
を
適
宜
に
挿
入
す
る
會
話
禮
叙
述
の
不
都
合
な
面
が
表
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
語
り
手
が
こ
の
よ
う
に
話
を
任
意
に
付
加
し
て
い
く
傾
向
が
強
い
た
め
、
そ
れ
に
件

っ
て
冗
雑
な
表
現

が
生
ま
れ
る
。
例
え

ば

、⇔

(質
薔
)
情
情
把
銀
寳
玉
書
童
茗
姻
叫
至
身
邊
、
如
此
這
般
調
擾
他
幾
句
。
這
茗
姻
乃
是
寳
玉
第

一
個
得

用

且
又
年
青

不
諸
事

的
。
今
聴
質
薔
読

「
金
榮
如
此
欺
員
秦
鍾
、
連
弥
椚
的
爺
寳
玉
都
干
連
在
内
。
不
給
他
個
知
道
、
下
次
越
獲
狂
縦
。」

這
茗
姻
無

(
7

)

故
就
要
欺
塵
人
的
。
如
今
得
了
這
信
、
又
有
質
薔
助
着
、
便

一
頭
進
來
我
金
榮
。
(『紅
櫻
夢
』
第
九
同
)

質
薔
は
秘
か
に
寳
玉
の
召
使
茗
姻
を
身
近
に
呼
ん
で
、
か
く
か
く
し
か
じ
か
と
唆
し
た
。
茗
姻
は
賓
玉
の

一
番

の
役
に
立
つ
、

ま
た
物
事
が
分
か
ら
ぬ
小
信
だ
か
ら
、
今
費
薔
が
、
「
金
榮
が
こ
ん
な
風
に
秦
鍾
を
ば
か
に
し
、
お
前
ら
の
主
人
寳

玉
ま
で
巻

き
添
え
に
し
て
い
る
。
思
い
知
ら
せ
て
や
ら
ね
ば
、
此
次
か
ら
盆
々
横
暴
に
な
る
ぞ
。」
と
言
う
の
を
聞

く

と
、
茗
姻
は
や
た

ら
人
を
い
じ
め
だ
が
る
男
な
の
で
、
今
こ
の
話
を
聞
く
と
、
質
薔

の
助
け
も
あ
る
の
で
、
突
如
入

っ
て
行
き
金
榮
を
捜
し
た
。

こ
れ
は
、
費
薔
の
識
言
の
言
葉
を
後
に
な

っ
て
付
加
し
た
た
め
、
例
に
よ

っ
て
話
が
逸
れ
、
塑
姻
の
描
窩
を
表
現
を
攣
え
て
二
度
行

な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
も
と
も
と
茗
姻
の
描
爲
は

一
度
で
濟
ま
す
べ
き
も
の
で
あ

る
た
め
、
無
駄
な

重
複
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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い
ず
れ
も
描
爲
挿
入
に
件
う
場
面
再
現
の
際

に
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
展
と
齪
酷
を
來
た
し
た
も
の
で
、
會
話
禮
叙
述
に
お
け
る
話
の

脇
道
逸
れ
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
展
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
り
明
白
に
見
て
取
れ
よ
う
。

三

以
上
語
り
物
で
は
、
聴
衆
を
前
に
し
て
語
ら
れ
る
た
め
、
話
し
言
葉

の
印
興
的
な
表
現
、
す
な
わ
ち
話
の
途
中
、
任
意
に
説
明
事
項

を
加
え
て
、
そ
の
後
話
の
方
向
を
修
正
す
る
方
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
話
を
お
も
し

ろ
く
す
る
た
め
に
潤
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

一
方
そ
の
よ
う
な
話
し
言
葉

の
表
現
が
、
却

っ
て
ス
ト
ー
リ

ー
を
散
漫
に
さ
せ
る

場
合
も
起

こ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
語
り
物
は
本
來
日
常
會
話
的
な
獲
想
か
ら
護
展
し
た
も

の
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
時
代
は
下

っ
て
、
清
末
の
近
代
小
説
に
至
る
と
、
語
り
物
の
形
式
は
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
し
か
し
作
者
に
は
も
は
や

語
り
物
を
語
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
作
品
も
完
全
に
讃
み
物
と
よ
て
創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
に
お
い
て
語
り
物

の
文
禮
に
は
大
き
な
攣
化
が
表
わ
れ
、

ス
ト
リ
ー
の
進
行
を
妨
げ
る
話
し
言
葉

の
冗
雑
な
表
現
が
除
去
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
語
り
物

の
叙
述
技
巧
も
接
大
使
用
さ
れ
る
。

(
8

)

例
え
ば

『九
命
奇
冤
』
で
は
、
冒
頭

(第

一
同
)
に
、
「藪
か
ら
棒
に
」
「
強
盗
が
民
家
を
襲
う
」
場
面
が
展

開

し
、
第

二
回
以
降

は
、
そ
の
謎
を
解
明
す
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
く
。

「
檜
!
彩
計
！
到
了
地
頭
了
!
像
看
大
門
緊
閉
、
用
甚
塵
法
子
攻
打
?
」
「
胚
！
蚕
材
!
這
匿
匿
爾
扇
木
門
、
還
攻
打

不
開
廉
?
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來
、
來
、
來
、
掌
我
的
鐵
錘
來
1
」
…
…
曖
1
看
官
偶
、
看
我
這
没
頭
没
脳
的
忽
然
叙
了
這
塵

一
段
強
盗
打
劫
的
故
事
、
…
…
待

我
且
把
這
部
書
的
來
歴
、
以
及
這
件
事
的
時
代
出
虚
、
表
叙
出
來
、
庶
菟
看
官
椚
納
悶
。

「
お
い
。
手
代
。
地
面
に
届
い
た
ぞ
。
正
門
が
固
く
閉
ま

っ
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
攻
め
よ
う
か
。」
「
ぺ

っ
。
ぼ
か
野
郎
。
こ

ん
な
ち

っ
ぽ
け
な
爾
開
き
の
木
門
さ
え
攻
め
ら
れ
な
い
の
か
。
さ
あ
さ
あ
、
俺

の
鐵
鎚
を
持

っ
て
來

い
。
」
…
…
お
っ
と
皆
さ

ん
、
私
は
こ
う
藪
か
ら
棒
に
突
然
こ
の
よ
う
な
強
盗
が
民
家
を
襲
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
…
…
ま
ず
は
こ
の
書
の
由
來
や
事
件

の
時
代
場
所
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
の
苛
立
ち
を
除
き
ま
し
."う
。

こ
の
よ
う
な
冒
頭
に
事
情
説
明
を
行
な
う
叙
述
技
巧
は
、
從
來

の
語
り
物

に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
語
り

物

で
は
、
そ
の
日
常
會
話
的
な
獲
想

の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
事
情
説
明
を
挿
入
す
る
叙
述
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行
の
途
中
で
、
場
面

を
盛
り
上
げ
る
場
合
に
し
か
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
近
代
小
説
の
作
者
は
、
す
で
に
語
り
物
を
語
る
と
い

う
意
識
を
持
た
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
に
從
來
の
形
式
を
、
話
を
お
も
し
ろ
く
す
る
技
巧
と
し
て
、
任
意
に
幅
廣

く
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

『九
命
奇
冤
』

で
は
さ
ら
に
最
終
回

(第
三
十
五
同
)、
梁
天
來

一
家
を
迫
害
し
た
凌
貴
興
が
捕
え
ら
れ

る
経
緯

を
明
か
す
際
に
も
、

同

じ
謎
解
き
の
手
法
が
用
い
ら
れ
、
こ
の
手
法
が
、
作
品
の
読
き
起
こ
し
、
締
め
括
り
に
緊
張
を
與
え
る
た
め
数
果
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
9

)

と

こ
ろ
で
ま
た

『
嘩
海
花
』
第
十
四
回
、
姜
剣
雲
と
い
う
少
年
が
銭
唐
卿
等
風
流
人
に
會
う
場
面
に
も
、
語
り
物

の
叙
述
形
式
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
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⇔
話
説
外
邊
忽
然
走
進
個
少
年
、
暁
裏
嘆
道
、
「
晦
氣
。」
大
家
姑
起
來

一
看
、
原
來
是
姜
創
雲
。
看
他
鯨
怒
未
息
、
驚
心
不
定
、
嗜

裏
却
説
不
出
話
來
。
看
官
、
係
道
爲
何
。
説
來
根
豊
可
笑
。
原
來
…
…
(
一
千
二
百
鯨
字
省
略
)。
原
來
那
少
年

正
是
姜
剣
雲
、
.…
…

就

一
溜
姻
逞
赴
唐
卿
那
裏
來
、
心
裏
説
不
出
的
懊
悩
、
不
畳
説
了

「
晦
氣
。」
爾
字
來
。
大
家
問
得
急
了
、
創
雲
自
悔
失
言
。

さ
て
外
か
ら
突
然
少
年
が
入

っ
て
來
、
「
不
蓮
だ
。」
と
喚
く
の
で
、
み
ん
な
が
立
ち
上
が

っ
て
見
る
と
、
姜
劒
雲
で
あ

っ
た
。

ま
だ
怒
り
が
牧
ま
ら
ず
、
驚
き
が
止
ま
ら
ず
、
話
が
で
き
な
い
さ
ま
。
み
な
さ
ん
、
何
故
だ
と
思
わ
れ
る
。
話
せ
ば
全
く
お
か

し
な
こ
と
だ
が
、
實
は
、
…
…

(
一
千
二
百
蝕
字
省
略
)
。
實
は
そ
の
少
年

こ
そ
姜
創
雲
で
、
す
る
り
と
抜

け

出
し
、
唐
卿
の
所

へ
一
目
散
に
や

っ
て
來
た
が
、
言
い
よ
う
も
な
い
憂
い
の
た
め
、

つ
い

「
不
運
だ
。」
と
い
う
言
葉
を
口
に
よ
た
の
で
あ

る
。

み
ん
な
が
し
つ
こ
く
尋
ね
る
の
で
、
創
雲
は
失
言
を
悔
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
新
た
に
登
場
し
た
人
物
姜
創
雲
に
つ
い
て
説
明
を
挿
入
し
、
再
び
場
面
を
元
に
戻
す
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
語
り

物

の
常
套
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
作
品
で
は
、
挿
入
さ
れ
た
描
爲
は

一
千
二
百
字
絵
に
及
び
、
從
來
の
輩
な
る
挿
入
と
は
性
格
が
異

な
る
。
し
か
も
挿
入
さ
れ
た
話
の
内
容
は
、
姜
創
雲
に
關
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
姜
創
雲
を
陰
間
呼
ぽ

わ
り

し
、
彼

を
し

て

「
不
運

だ
。」
と
言
わ
し
め
た
、
し
た
た
か
な
友
人

の
妻
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
語
り
物

の
形
式
を
磨
用
し
て
場
面
を
轄
換
し
、
話
題
を
別
の
奇
事

(男
を
見
下
す
し
た
た
か
な
女
の
話
)
に

移
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
場
面
を
攣
え
、
話
題
を
移
す

こ
と
は
、
こ
の
作
品

の
至
る
庭
に
見
ら
れ
、
作
者
が
種

々
の

奇
話
を
拾
集
し
て
作
品
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
語
り
物

の
形
式
は
そ
こ
で

一
役
買

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

(
10

)

因
に
こ
の
よ
う
な
話
題
轄
換
は
、
同
時
代

の
他

の
作
品
に
も
見
ら
れ
、
例
え
ば

『官
場
現
形
記
』
第
十

一
回
で
、
「作
者

は

こ
こ
ま
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で
話
す
と
、
こ
の

(陶
子
尭
の
)
事
件
を
ま
ず
締
め
括
り
、
讃
者
に
飽
き
を
畳
え
な
い
よ
う
に
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。」
と
言

っ
て
話
題

を
攣
え
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
讃
者
の
興
味
を
繋
ぐ
た
め
の
配
慮
で
も
あ

っ
た
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
近
代
小
説
で
は
、
語
り
物

の
形
式
を
讃
み
物
の
技
巧
と
し
て
採
用
し
、
從
來
語
り
物
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
用
法
を

開

拓
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
現
代
小
説

に
お
い
て
も
語
り
物

の
形
式
は
親
し
ま
れ
、
叙
述
技
巧
と
し
て
鷹
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
現
代
小
説
の
叙
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

現
代
小
説
は
西
洋
小
説
の
影
響
を
受
け
、

一
般

に
作
品
は
登
場
人
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
從
來
の
小
説
の
よ
う
に
、
ス

ト
ー
り
ー
に
作
者
が
介
入
し
て
讃
者
に
読
明
を
與
え
、
そ
れ
に
俘

っ
て
叙
述
が
中
断
す
る
よ
う
な
矛
盾
は
起
こ
ら
な

い
し
、
ま
た
人
物

描
寓
に
重
黙
が
置
か
れ
る
た
め
、
圭
人
公
に
描
爲
を
集
中
よ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
語
り
物
の
よ
う
に
、
描
爲
が
新
た
に
登
場
し

(
11
)

た
人
物
に
分
散
し
て
い
く
こ
と
も
な
い
。

一
例
を
浩
然
の

「
喜
鵤
登
枝
」
(
一
九
五
六
原
作
。

一
九
七
三
、
天
津
人
民
出
版
肚

『春
歌
集
』
所
牧
)
に
見

て
み

よ
う
。

こ
の
作
品
は
若

者

の
懸
愛
結
婚
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
篇
だ
が
、
第

一
章
で
娘
の
懲
愛
に
樹
す
る
父
母
の
反
鷹
が
描
か
れ
、
第
二
章
で
主
人
公
で
あ
る
父

韓
興
が
相
手
の
青
年
の
人
柄
を
確
か
め
に
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
道
中

の
時
間
を
借
り
て
、
作
者
は
娘
の
懸
愛
に
關
す
る
経
緯
1

-

娘

の
青
年
と
の
出
會
い
、
韓
興

の
義
妹

の
反
封
、
韓
興

の
考
え
ー

を

讃
者
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

五
韓
興
老
頭
…
…
背
着
糞
箕
子
就
動
身
了
。
東
方
紅
肚
和
青
春
肚
相
離
只
有
十
來
里
地
…
…
女
児
韓
玉
鳳
才
認
識
了
青
春
肚
的
林
雨

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

泉
。
…
…
有

一
天
、

玉
鳳
没
在
家
、

老
爾

口
子
正
嘆
明
這
件
事
児
、

西
頭
玉
鳳
姻
二
嬢

一
振
門
進
來
、

坐
在
航
上
就
数
明
起
來

了
。
…
…
從
這
以
後
、
林
雨
泉
的
品
質
好
壌
、
家
庭
如
何
、
就
成
了
他
心
上
的

一
件
大
事
情
。
…
…
韓
興
老
頭
走
着
路
、
光
顧
想
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心
事
了
、
身
後
的
賊
叫
聲
和
車
鈴
聲
、
他
都
没
聴
見
。

こ
の
よ
う
な
事
情
説
明
を
挿
入
し
再
び
場
面
を
元
に
戻
す
叙
述
は
、
明
ら
か
に
語
り
物
の
叙
述
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ

っ
て
小
読
の
主
題

(懸
愛
結
婚
の
是
非
の
問
題
)
は
大
き
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で

は
、
從
來
の
よ
う
に
ス

ト
ー
リ
ー
の
明
白
な
中
断
は
な
く
、
事
情
説
明
は
、
讃
者
に
樹
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
主
人
公
韓
興
が
歩
き
な
が
ら
考
え
た

こ
と
と
し
て
主
人
公
の
心
理
描
爲
に
も
な

っ
て
お
り
、
挿
入
の
不
自
然
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
人
物
描
爲
に
重
貼
を
置
く
現

代
小
説
に
お
げ
る
、
語
り
物
形
式
利
用
の
特
徴
だ
と
言
え
よ
う
。

四

以
上
の
よ
う
に
語
り
物
の
叙
述
形
式
は
、
語
り
の
口
調
と
と
も
に
今
日
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
獲
生
當
時
の
叙
述
の
形
態

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
日
常
會
話
の
ス
タ
イ
ル
に
最
も
近
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
語
り
物
が
、
日
常
會
話
、
す
な

わ
ち
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
獲
想
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
語
り
物
は
た
だ
軍
な
る
ゴ
シ
ッ
プ
で
は
な
く
、
聴
衆
を

満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
描
爲
に
装
飾
を
凝
ら
し
た
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
波
齪
を
持
た
せ
た
り
、
日
常
會
話
よ
り
も
叙
述
に
絵
計
に
工
夫

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

近
代
小
説

に
な
っ
て
も
ま
だ
奇
事
中
心
の
叙
述
が
な
さ
れ
る
が
、
語
り
手
に
は
も
は
や
語
り
物
を
語
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、
會
話

艦
の
冗
雑
な
表
現
は
姿
を
浦
し
、
語
り
物
の
叙
述
形
式
は
從
來
の
用
法
の
範
園
を
越
え
て
用
い
ら
れ
、
こ
こ
に
語
り
物
が
讃
み
物
に
攣

化
し
た
跡
が
見
出
せ
る
。
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中
國
文
學
論
集

第
八
號

さ
ら
に
現
代
小
読
に
な
る
と
、
西
洋
小
説

の
影
響
を
受
け
て
、
從
來

の
奇
事
中
心
の
叙
述
か
ら
人
物
中
心
の
叙
述

へ
重
顯
が
移
る
。

す
な
わ
ち
ゴ
シ
ッ
プ
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
攣
身
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
事
情
説
明
の
形
式
は
作
品
の
主
題
を
掘
り
下
げ
る

た

め
に
用
い
ら
れ
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
話

の
方
向
が
逸
れ
な
い
よ
う
に
、
人
物
描
爲
の

一
環
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
中
に
編
入
さ
れ
て

い
る
。

以
上
要
す
る
に
、
語
り
物
の
叙
述
形
式
の
本
來
持

つ
ゴ
シ
ッ
プ
的
性
格
と
、
後
世

の
讃
み
物

に
お
け
る
そ
の
形

式
の
鷹
用
に
つ
い
て

論

じ
て
み
た
。
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註

以
下

『
水
濤
傳
』
は
、
『
水
濤
全
傳
』

(
北

京

人

民

文

學
出
版

肚
、

一
九
五
四
)
か
ら
引
用
し
た
。

以
下
敦
煙
攣
文
は
、
『
敦
煙
攣
文
集

『
(
北
京

人

民

文

學

出

版

杜
、

一
九
五
七
)
か
ら
引
用
し
た
。

以
下

『
金
瓶
梅
詞
話
』
は
、

一
九
六

三
年
大
安
影
印
本
か
ら
引

用

し
た
。

『
宋

元
卒
話
四
種
』

(
台
湾
世
界
書
局
、

一
九

六

五
)
本

に
接

つ
た
。

④

に
同
じ
。

語
り
物

に
は
叙

述

の
飛
躍
が
多

い
。
例
え
ば

『
李
陵
憂
文

』
で

李
陵

が
軍

干

の
火

攻
め

に
會

う

場

面
、
「
其

時
李
陵

忽
遇
北
風

大
吼

、
吹

草
南

倒
。
嘩

汗
道

『
漢
賊
不

打

自

死
。
』

…
…
」
の

よ
う
に
、
描
爲

が
李
陵

か
ら
軍
子

へ
突
如
移

っ
た

り
、
「
金
瓶

梅
詞
話
』
第

十
三
同
、
西
門
慶
と
李
瓶

見

の
密

通

の
場

面
、

「
西
門
慶

恐
伯

子
虚
來
家
、
整
衣
而
起
。
婦
人
道

『
弥

照
前
越

培

而
過
。
』
雨
個
約
定
號
児
、
但
子
虚

不
在
家
、
…
…

西

門

慶

便
用
梯
挽
杁
過
培

來
。
」

の
よ
う

に
、
場
面
が
現
在

の
密

會

か

ら
、

い
つ
の
間
に
か
そ

の
後

の
密
會

へ
移

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら

も
話

し
言
葉

の
粗
雑
な
叙
述
と
考

え
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
描

爲

の
挿

入
に
關

す
る
例
だ
け
を
學

げ
た
。

『
紅
櫻

夢
』
(北
京

人
民
文

學

出

版

杜
、

一
九
五
七
)
か
ら
引

用
し
た
。

台
湾
世
界
書
局
本

(
一
九
六
八
)

に
擦

っ
た
。

同
書
局
本

(
一
九

六
七
)

か
ら
引
用

し
た
。

同
書
局
本

(
一
九
六
八
)

か
ら
引
用

し
た
。



(
11

)

因

に

『
紅
櫻
夢

』
に
は
慣

習
的
に
こ
う

し

た
描
爲
が

な

さ

れ

る
、
着

干
例

を
示
す

と
、

○

且
説
賞
珍
恣
意
奢
華

。
看

板
時
、

幾

副

杉

木

板
、

皆

不
中

意
。
可
巧
醇
幡
來
弔
、
因
見
質
珍
尋
好
板
、

便

説
。

(
第
十

三
同
)

0

且
説
賞
漣
自

同
家
見
過
衆
人
、

同

至

房

中

。

正

値

鳳
姐
事

繁
、
無
片
刻
閑
室
、
見
質
漣
遠
路
蹄
來
、

少

不
得

擾

冗

接

待

。
(第

十
六
回
一)

描
爲

は
質
珍

か
ら
醇
幡

へ
、
或

は
賞
漣

か
ら
鳳
姐

へ
と
随
意

に
移

っ
て
い
る
。
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